
(57)【要約】

【課題】本発明は、簡単な構造で、機器の温度上昇を抑

制すると共に、ケーブル７を収束可能としたキャビネッ

トラックのヒートシャッタ構造を提供することを目的と

している。

【解決手段】キャビネットラックに収納される機器の温

度上昇を抑制するために、キャビネットラックの内側側

面の、機器の給気面と排気面との間にヒートシャッタ５

を取り付け、ヒートシャッタ５は、断面略コ字状に折曲

形成された本体にケーブル７が挿通可能であるケーブル

挿通口６を設けると共に、ケーブル７を支持可能である

支持体を設けたことを特徴とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 各 種 機 器 を 収 納 す る キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の 内 部 の 空 気 の 流 れ を 遮 断 す る ヒ ー ト シ ャ ッ タ
構 造 で あ っ て 、 前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク に 収 納 さ れ る 機 器 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る た め に 、
前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の 内 側 側 面 の 、 前 記 機 器 の 給 気 面 と 排 気 面 と の 間 に ヒ ー ト シ ャ ッ
タ を 取 り 付 け 、 該 ヒ ー ト シ ャ ッ タ は 、 断 面 略 コ 字 状 に 折 曲 形 成 さ れ た 本 体 に ケ ー ブ ル が 挿
通 可 能 で あ る ケ ー ブ ル 挿 通 口 を 設 け る と 共 に 、 前 記 ケ ー ブ ル を 支 持 可 能 で あ る 支 持 体 を 設
け た こ と を 特 徴 と す る キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の ヒ ー ト シ ャ ッ タ 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の ヒ ー ト シ ャ ッ タ 構 造 で あ っ て 、 前 記 ケ ー ブ ル 挿 通 口 に シ ー ト
を 貼 付 し 、 ケ ー ブ ル を 挿 通 す る の に 必 要 な 大 き さ の 開 口 を 任 意 に 切 り 取 る こ と が 可 能 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の キ ャ ビ ネ ッ ト の キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の ヒ ー ト シ ャ ッ
タ 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 各 種 機 器 を 収 納 す る キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の 内 部 の 空 気 の 流 れ を 遮 断 す る ヒ ー
ト シ ャ ッ タ 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク ３ １ に 収 納 さ れ る 機 器 ３ ２ は 発 熱 す る た め 、 温 度 上 昇 を 抑 制 す る 必
要 が あ る 。 そ の た め に 、 ヒ ー ト シ ャ ッ タ ３ ３ を 取 り 付 け 、 機 器 の 給 気 面 と 排 気 面 と の 空 気
の 流 れ を 遮 断 し 、 機 器 ３ ２ か ら 排 気 さ れ た 空 気 が 給 気 さ れ な い よ う に し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 機 器 ３ ２ に 配 線 さ れ る ケ ー ブ ル は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク ３ １ の 内 側 に ケ ー ブ ル ホ
ル ダ ー ３ ４ を 取 り 付 け 収 束 し て い た 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 カ ワ ム ラ ラ ッ ク カ タ ロ グ Ｎ ｏ ． ９ 　 ２ ０ ０ ５ 年 ８ 月 １ 日 発 行
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 上 記 従 来 技 術 に よ れ ば 、 ヒ ー ト シ ャ ッ タ と ケ ー ブ ル ホ ル ダ は 取 り 付 け 位 置
が ほ ぼ 同 一 な た め 、 同 時 に 取 り 付 け る こ と が で き ず 、 そ の 都 度 ど ち ら か 一 方 の 機 能 を 選 択
し 、 ヒ ー ト シ ャ ッ タ か ケ ー ブ ル ホ ル ダ か ど ち ら か を 取 り 付 け て い た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 簡 単 な 構 造 で 、 機 器 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る と 共 に 、 ケ ー ブ ル を 収 束 可
能 と し た キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の ヒ ー ト シ ャ ッ タ 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し 、 そ の 構 造
は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク に 収 納 さ れ る 機 器 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る た め に 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ
ッ ク の 内 側 側 面 の 、 機 器 の 給 気 面 と 排 気 面 と の 間 に ヒ ー ト シ ャ ッ タ を 取 り 付 け 、 ヒ ー ト シ
ャ ッ タ は 、 断 面 略 コ 字 状 に 折 曲 形 成 さ れ た 本 体 に ケ ー ブ ル が 挿 通 可 能 で あ る ケ ー ブ ル 挿 通
口 を 設 け る と 共 に 、 ケ ー ブ ル を 支 持 可 能 で あ る 支 持 体 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 ケ ー ブ ル 挿 通 口 に シ ー ト を 貼 付 し 、 ケ ー ブ ル を 挿 通 す る の に 必 要 な 大 き さ の 開 口
を 任 意 に 切 り 取 る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の ヒ ー ト シ ャ ッ タ 構 造 は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク に 収 納
さ れ る 機 器 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る た め に 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の 内 側 側 面 の 、 機 器 の 給 気
面 と 排 気 面 と の 間 に ヒ ー ト シ ャ ッ タ を 取 り 付 け 、 ヒ ー ト シ ャ ッ タ は 、 断 面 略 コ 字 状 に 折 曲
形 成 さ れ た 本 体 に ケ ー ブ ル が 挿 通 可 能 で あ る ケ ー ブ ル 挿 通 口 を 設 け る と 共 に 、 ケ ー ブ ル を
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支 持 可 能 で あ る 支 持 体 を 設 け た た め 、 ヒ ー ト シ ャ ッ タ と ケ ー ブ ル ホ ル ダ の 両 方 の 機 能 を 提
供 す る こ と が で き る 。 ヒ ー ト シ ャ ッ タ と ケ ー ブ ル ホ ル ダ を 省 ス ペ ー ス に 取 り 付 け る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 ケ ー ブ ル 挿 通 口 に シ ー ト を 貼 付 し 、 ケ ー ブ ル を 挿 通 す る の に 必 要 な 大 き さ の 開 口
を 任 意 に 切 り 取 る こ と が 可 能 で あ る た め 、 ケ ー ブ ル が 挿 通 さ れ る 部 分 だ け の 開 口 を 設 け る
こ と が で き る た め 、 よ り 確 実 に キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク 内 の 空 気 の 流 れ を 遮 断 す る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の ヒ ー ト シ ャ ッ タ 構 造 の 実 施 例 を 図 １ ～ 図 ３ の 添 付 図
面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク １ は 四 隅 に ポ ス ト ２ が 立 設 さ れ 、 ポ ス ト ２ 間 は 扉 や パ ネ ル で 施 蓋 さ
れ る 。 ポ ス ト ２ の 内 側 に は 機 器 を 取 り 付 け る た め の ア ン グ ル ３ が 金 具 ４ を 介 し て 設 け ら れ
て い る 。 機 器 は ア ン グ ル ３ に 前 面 側 で 固 定 さ れ る こ と が 多 い 。 一 般 的 に 機 器 は 前 面 側 か ら
給 気 し 背 面 側 か ら 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 機 器 は 、 冷 気 を 給 気 し 温 め ら れ た 空 気 を 排 気 す る 。 排 気 さ れ た 空 気 を ま た 給 気 し て し ま
う と 、 機 器 の 温 度 は ど ん ど ん 上 昇 し て し ま う の で 、 そ れ を 防 止 す る た め に ヒ ー ト シ ャ ッ タ
５ を 設 け る 。 ヒ ー ト シ ャ ッ タ ５ は キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク １ の 側 面 の パ ネ ル と ア ン グ ル ３ と に
固 定 し 、 本 体 の 形 状 は 断 面 略 コ 字 状 と す る 。 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク １ に ヒ ー ト シ ャ ッ タ ５ を
設 け る こ と で 機 器 の 背 面 か ら 排 気 さ れ た 暖 気 が 、 機 器 の 前 面 側 に 回 り こ む の を 防 止 し 、 機
器 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ヒ ー ト シ ャ ッ タ ５ の 背 面 に は 、 ケ ー ブ ル 挿 通 口 ６ が 設 け ら れ る 。 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク １
に 収 納 さ れ る 機 器 を 配 線 す る ケ ー ブ ル ７ が 挿 通 可 能 で あ る 。 ま た 、 ヒ ー ト シ ャ ッ タ ５ の 前
面 に は ホ ル ダ ８ を 設 け 、 ケ ー ブ ル 挿 通 口 ６ を 通 っ て き た ケ ー ブ ル ７ を 支 持 し た り 、 収 束 し
た り す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク １ の ヒ ー ト シ ャ ッ タ 構 造 は 、 前 記 構 造 に 限 定 さ
れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 ケ ー ブ ル 挿 通 口 ７ は 広 く 開 口 を 形 成 し 、 上 か ら シ ー ト ９ で 被
覆 す る も の で も よ い 。 そ し て 、 挿 通 さ せ る ケ ー ブ ル ７ の 太 さ 、 量 に 合 わ せ て ナ イ フ 等 で シ
ー ト ９ を カ ッ ト し 、 ケ ー ブ ル ７ を 挿 通 可 能 と す る 。 必 要 な 開 口 １ ０ を 設 け る こ と が で き 、
よ り 確 実 に ヒ ー ト シ ャ ッ タ 効 果 を 得 ら れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク に は ケ ー ブ ル ホ ル ダ 機 能 を 搭 載 し た ヒ ー ト シ ャ ッ タ を 設 け る こ と で
、 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク 内 部 の 空 気 の 流 れ を 遮 断 し 、 機 器 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る と 共 に 、 ケ
ー ブ ル を 収 束 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の ヒ ー ト シ ャ ッ タ 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の ヒ ー ト シ ャ ッ タ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の ヒ ー ト シ ャ ッ タ を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の 空 気 の 流 れ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク の ヒ ー ト シ ャ ッ タ と ケ ー ブ ル ホ ル ダ の 取 り 付 け 状 態 を
示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 １ 　 　 キ ャ ビ ネ ッ ト ラ ッ ク
　 ２ 　 　 ポ ス ト
　 ３ 　 　 ア ン グ ル
　 ４ 　 　 金 具
　 ５ 　 　 ヒ ー ト シ ャ ッ タ
　 ６ 　 　 ケ ー ブ ル 挿 通 口
　 ７ 　 　 ケ ー ブ ル
　 ８ 　 　 ホ ル ダ
　 ９ 　 　 シ ー ト
　 １ ０ 　 開 口 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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